
４　歳児　北郷幼稚園　年間計画

一年間の教育・保育に対する自己評価

９月
●参観日、３園交流会、学園祭リハーサル、視力聴力検査、美郷
北学園祭、1年生との交流活動、英語遊び
〇散歩（秋探し）、学園祭練習、製作、月間絵本、廃材遊び
１０月
●交歓給食、１年生音読発表、芋ほり、１年生との交流活動・交
流給食、保育所交流、３園交流会、英語遊び
〇好きな遊び、戸外遊び、散歩、製作、運動遊び、月間絵本、
１１月
●ロードレス大会、前期ブロック遠足、ハロウィン、花の苗植
え、英語遊び
〇製作、好きな遊び、戸外遊び、運動遊び、ゲーム遊び
１２月
●お楽しみ会、終業式、３園交流会、英語遊び
〇運動遊び、月間絵本、好きな遊び、戸外遊び、大掃除

１月
●始業式、給食感謝集会、保育所交流、英語遊び
〇製作、伝承遊び、運動遊び、好きな遊び、戸外遊び、月間絵本、凧製作

２月
●交歓給食、英語遊び、節分
〇運動遊び、戸外遊び、好きな遊び、月間絵本、リズム遊び、鬼のお面製作

３月
●３園交流会、しいたけコマ打ち体験、地蔵大祭見学、送別集会遠足、お店屋
さんごっこ、英語遊び、お楽しみ会、修了式
〇戸外遊び、卒業式の練習、製作（ひなまつり）、リズム遊び、月間絵本、お
店屋さんごっこの準備、ブロック別集会、廃材遊び

●園生活を思い出し、室内での過ごし方や戸外遊びの約束を知る
●新しいクラスの友達や教師の名前を覚え、少しずつかかわりを
もつ
●楽しく登園し、元気に過ごす
●のり、クレヨン、粘土の使い方を知り、楽しんで遊ぶ
●固定遊具、玩具などの正しい使い方を知り、親しんで遊ぶ
●好きな遊びを見つけ、遊びを通して、友達と一緒にいることを
楽しむ
●戸外遊びをする中で、ブランコやすべり台などの遊具の安全に
気を付ける

●教室での過ごし方が分かり、楽しく過ごす
●保護者に園での様子を見てもらい、一緒に製作を行って楽しく
過ごす
●梅雨期の自然（砂・水・泥など）に興味・関心をもつ
●手洗い、うがい、汗を拭うなどして、身の回りをきれいにする
●水や砂、泥の感触を思う存分楽しむ
●水遊びの約束を知り、楽しんで参加する
●梅雨や夏について話をし、イメージしながら折り紙製作をした
り、絵を描いたりする
●身の回りの整理整頓をして、大掃除をする

●芋の収穫を楽しみ、秋の実りや自然に感謝する
●音楽に合わせて表現する楽しさを味わう
●ドングリや落ち葉を拾い、季節を感じる
●季節の移り変わりに気付き、空や雲を見たり朝と昼の温度差を
感じたりする
●最後まで諦めず、ロードレース大会に参加する
●活動内容や気温に応じて、衣服の調節をする
●ハロウィンのお面や衣装を作ることを楽しむ
●楽器遊びを行い、様々な音や表現を楽しむ
●防寒着の始末や、着衣の約束などが分かり、活動や気温に応じ
て衣服の調節をする
●友達との集団遊びで、自分たちでもルールを考えようとする

■冬の自然事象を感じられるよう、雪が降ったり氷ができたりした時はみんな
で観察し、手触りや冷たさなどを体感できるようにする
■節分の由来について話し、自分の中の追い出したい鬼について考えること
で、意欲的に面や豆入れを作れるようにする
■思う存分好きな遊びができるように、時間や空間を確保し、継続して遊べる
よう準備する
★進級に向け、今できることをより大きな自信へとつなげ、不安や苦手に思っ
ていることは一つでも少なくなるよう寄り添うことで、安心して取り組めるよ
うにする
★風邪を引きやすい時期なので、手洗い、うがい、衣服の調節に自分で気付け
るように促す
★一年間を振り返りながら、できるようになったことや楽しかったことに共感
し、進級への期待がもてるようにする

■梅雨期でも楽しく過ごせるよう、落ち着いて絵本を見たり、体
を動かして発散したりする時間を設ける
■一人一人の遊びの状態を十分に把握し、必要な物を準備する
■様々な素材を使って好きな物を作れる環境にする
■自分たちで使った物を、５歳児と一緒にきれいにできるように
環境を設定する
★遊びの中でやってみようとする気持ちを受け止める
★蒸し暑くなると疲れやすくなり、心身のコントロールが効かな
くなることもあるので、事故がないように目を配る
★子ども同士のトラブルが起きた際は、自分の思いを伝え、相手
の思いを聞く大切さを伝える
★水分をこまめに補給し、暑さに備えられるよう促す

●体をおもいきり動かして遊ぶ
●節分では大きな声を出して心の中にいる鬼を退治する
●日頃の園生活や製作をする様子を保育参観を通して保護者に見てもらう
●すごろくやかるた遊びなどを通して、数、量、文字に触れる
●自然に目を向け、春の訪れを感じる
●ルールのある遊びを通して、友達との関わりを深める。
●年長児へ「ありがとう」の気持ちを込めてプレゼントを作る
●みんなが成長したことを喜び合う

３期（９月～１２月） ４期（１月～３月）

●友達と誘い合い、集団遊びやごっこ遊びをする
●進級に向け、期待と不安で少し落ち着かない様子の子がいる
●何事にも楽しく積極的に取り組む
●自分の思いを相手に伝えられるようになる
●年長児との交流を深め、一緒に活動することを喜ぶ

●新しい環境に不安や緊張を感じる
●進級した喜びや新しいクラスへの期待をもって登園する
●生活リズムが分かり始めて、友達と遊ぶことを喜ぶ
●集団遊びに興味をもち、誘い合って鬼ごっこなどルールのある
遊びを楽しむ

●新しい友達や教師に慣れ、安心して過ごす
●友達とかかわり、楽しく遊ぶ
●お当番活動を楽しむ
●春の自然に触れながら遊び、友達と遊ぶことを喜ぶようになる

●砂、泥、水に触れ、心地よさを味わう
●夏の遊びを楽しむ
●物や人とかかわる中で、友達の思いや気持ちが異なることに気
付く
●楽しいことを重ねる中で、様々なことへの興味・関心を広げる

●意欲的に活動を楽しむ
●生き生きと楽しく表現する
●収穫を通して、食の大切さを知る
●新しいことにも興味をもってやってみる
●季節の移り変わりを感じる
●友達との交わりを深め、楽しさを共有する

●一人一人の力を認め合い、仲間意識をもつ
●寒さに負けず戸外で元気に遊ぶ
●大きくなった自信と喜びを感じ、進級に期待をもつ
●春の自然の変化に気付く
●友達とのかかわりを深め、じっくり遊ぶ
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●新しいクラスに慣れ、少しずつ友達ができる
●リズム遊びを通して体を動かす楽しさを知る
●活動的になり、新しいことに挑戦する
●身近な環境（草花の生長や虫など）に興味をもつ
●子ども同士が積極的にかかわり合い、遊びに工夫を加えられる
ようになる

●友達とのかかわりが深くなり、自分の意見を通そうとしてぶつ
かる
●教師や友達に楽しかったことやうれしかったことなどを伝える
●共通する目的に向かって友達と考えを出し合い、相談して遊び
を進められるようになる

●様々な体験を通し、健康的な心と体の成長を図る
●基本的生活習慣を身に付け、身の回りのことを自分から進んで行う
●我慢する気持ちや譲り合う気持ち、思いやる気持ちをもつ
●友達と協力して、何事も最後までやり遂げる
●自分の気持ちを言葉で表現する楽しさを味わう
●遊びと生活の体験の中で互いに支え合い、自立心を育て、人とかかわる力を養う
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■一日の流れのイラストを準備し、保育者と確認しながらやり方
が身に付くようにする
■遊具を点検し、固定遊具は危険のないように常に注意し、なぜ
危ないのか理由をその都度伝える
■様々な素材を子どもが手に取りやすい場所に配置する
★１対１のかかわりを大切にし、楽しく園生活を過ごせるよう保
育を工夫する
★初めての活動や取り組みの際は、伝わりやすくイラストなどを
準備し、目でも確認できるようにする
★子ども一人一人と丁寧にかかわり、信頼関係を築く
★好きな遊びを十分満足できているか、声をかけたり、遊ぶきっ
かけを作ったりする
★室内や戸外の固定遊具、砂場での遊び方や約束を伝え、自ら守
れるように見守り、必要に応じて援助する
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４月
●始業式、入園式、身体測定、登下校集会、交通安全教室、学校
探検、参観日、結団式、視力検査、歓迎集会、月刊誌、内科検
診、英語あそび
〇散歩、製作、前期ブロック体育、好きな遊び

５月
●1年生との校外学習、芋の苗植え、運動会予行練習、運動会、
梅ちぎり、梅ジュース作り、風水害引き渡し訓練、英語あそび
〇前期ブロック体育、全校体育、月間絵本、好きな遊び、こいの
ぼり製作

６月
●３園交流会、歯の保健指導、１年生音読発表、プール開き、人
権の花贈呈式、交歓給食、表彰集会、
〇好きな遊び、時計製作、ブロック別集会、９年生との交流活
動、英語遊び、プール遊び、七夕製作、月間絵本

７月
●県大会推戴式、３園交流会（水遊び）、就学時検診、終業式、
避難訓練、英語あそび
〇製作、プール遊び、しゃぼん玉遊び、廃材遊び、月間絵本、大
掃除

８月
●始業式、登下校集会、避難訓練
〇好きな遊び、月間絵本

■教室や園庭の安全点検をし、清潔で整理整頓された中で生活で
きるようにする
■みんなの前で自分の考えを発表する喜びを感じられるよう、発
表の場を作り、拍手をしたりほめたりすることで、自信につなが
るようにする
★学園祭では、友達と意見を出し合いながら練習を重ねること
で、協力する大切さや表現する楽しさを感じられるようにする
★行事を通して、友達のよいところを見つけて認めたり、励まし
合ったりすることで、仲間意識をより強く感じられるようにする
★子どもの経験を大切にし、疑問や感動に共感する
★衣服の着脱の仕方を伝え、必要であれば援助する
★手洗い、うがいを促し、子どもの健康に配慮する

１期（４月～５月） ２期（６月～８月）


